歴史地震研究会2013～2014年度　第4回幹事会議事録
日時：2014年6月6日（金）17：00～19：30
場所：地震予知総合研究振興会

出席者：武村雅之・松浦律子・林　豊・内田篤貴・都築充雄・石辺岳男・金田平太郎・北原糸子・

諸井孝文
１．新規入会者の承認

　内田財政委員長から、山本真一郎氏・松多信尚氏・山田　勉氏・小山　彰氏・安藤正純氏・坂本正夫氏・宮尾浩一氏・山口京一郎氏・石村大輔氏の入会申請について報告があった．この9名の入会を承認した．
２．会誌の不達
　会誌「歴史地震」第28号が届いていないと会員1名から指摘があり、会員資格を確認の上で会誌を再送した例について、内田財政委員長から報告があった．
報告を受けて検討したが、研究会側の作業に落ち度はなく、特段の再発防止策が必要な事案ではないと判断した．
３．歴史地震の編集状況

　金田編集出版委員長から、歴史地震第29号の編集状況について以下のとおり報告があった．

・29号への投稿21編（論説13・資料6・報告2）のうち14編（論説6・資料6・報告2）は受理済で、残り7編は審査中である．
・今後は6月中旬にすべての論文の受理を目指し、7月末に発行予定．

・残り7編も掲載されれば、総ページ数は310頁程度になる．

　報告を受けて議論し、編集補助者の雇用（2日分程度）と、頁数増等による印刷経費の予算超過について、了承した．今後必要な作業として、幹事会便りの原稿作成、非会員査読者への謝礼振込の確認、会員送付先リストの作成、会誌に同封する会費振込用紙の印刷があることを確認した．また、本号で投稿数が増えたことなどから、来年度以降の編集体制について意見交換をした．

４．会誌の寄贈について

　金田編集出版委員長から、歴史地震29号の無償配付先への郵送時に、「次号以降の寄贈をご希望の場合は、必ず返信いただきますよう」などと記した文書を同封することについて、具体的な書面の案文が示された．

各寄贈先の研究機関・図書館に対しては、9月末日までにFAXまたは電子メールで回答を求め、回答状況をもとに今後の寄贈先の検討をする方針を確認した．
５．ホームページの管理・運営などについて

　石辺広報委員長から、歴史地震研究会ホームページの更新内容について報告があった．4月28日の更新は、古い会誌「歴史地震」の利用上の注意点を追記、議事録の追加、バックナンバー頒布の情報更新などである．この他、研究会の大会の案内の掲載、歴史地震の目次の修正をした．歴史地震の目次は、特に1～14号でホームページに掲載されているものが論文中の著者・タイトルと異なっているものが多数あるため、1～28号の著者・タイトル・掲載ページを確認し、大幅な修正を実施した．
　歴史地震の古い号の目次の問題について情報交換をし、1～14号では冊子に収録された論文の目次というよりは、集会の予定プログラムがそのまま掲載されているので、本文を参照した修正が適切であることを確認した．また、ホームページ等で活用する際には、著者名が異字体で表記されていても、統一せずに冊子での表記をそのまま使うという配慮が、著作権の観点から求められることを確認した．歴史地震23号以降のウェブ公開については現在，PDFファイルにリンクする形になっているが，22号以前と同様のHTML形式への修正を検討した．
６．メーリングリストの管理・運営について

　石辺広報委員長から、メーリングリストmushaに新規2名の申込みがあり、リストに登録したことが報告された．
７．2014年大会について
　内田財政委員長から、史学会、歴史学研究会、日本史研究会、日本歴史学会、地方史研究協議会、歴史科学協議会に対して、歴史地震研究会開催の周知文書を4月25日に送付したと報告があった．また、石辺広報幹事からは、本研究会のホームページの他、日本第四紀学会（メーリングリスト、ホームページのイベント情報欄）、日本地震学会（ニュースレター）、日本活断層学会（ニュースレター）、史学会（ホームページ）、日本地質学会（メールマガジン、ホームページの行事カレンダー）を通じて研究会の開催の案内をしたと報告があった．あわせて、10学協会に案内を出したことになる．

　都築行事委員長および武村会長から、9月20日（土）～22日（月）に名古屋大学で実施予定の大会の準備状況について、以下について報告があった．
・大会と市民講演会について、名古屋大学減災連携研究センターへ文書により共催を依頼し承諾された

・共催により、会場使用料は、研究発表会とポスターセッションに使う減災館は無料、公開講演会の会場（IB電子情報館大講義室）は約5,000円／時間となる

・講演申し込みが54件と近年で最大の件数となったことから、休み時間が少なく、2日目の公開講演会の開始も遅くするタイトなプログラム案を組んだ

・公開講演会は、講演者からの了承を得た．一般の講演者2名には、リハーサルを兼ねて5月31日の中部歴史地震研究懇談会で発表していただき、好評であった．

・巡検対象の幸田町と半田市を6月17日に下見予定．

・今後、プログラムをホームページ、mushaメーリングリスト、日本地震学会ニュースレターで周知するとともに、座長も決める必要がある

以上の報告を受けて、共催する減災連携研究センター関係者の参加費は、歴史地震研究会会員と同一にすることを決めた．発表件数が多いので、一人で二件の口頭発表を希望する方の発表は、一方をポスターにするという基準でプログラムを修正することとした．巡検参加費や弁当代の確認、プログラムの修正をしたうえで、第三報として大会プログラムと参加申込の方法などを、研究会のホームページとmushaメーリングリストで報せるとともに、日本地震学会ニュースレター7月号への掲載を依頼する準備をすることとした．
９．次回の幹事会
　2014年8月11日（月）17時からを予定．
